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条
例
の
制
定

▽
館
林
市
市
有
施
設
共
通
パ
ス

ポ
ー
ト
条
例
＝
向
井
千
秋
記
念

子
ど
も
科
学
館
、
田
山
花
袋
記

念
文
学
館
及
び
つ
つ
じ
映
像
学

習
館
に
一
定
期
間
内
に
お
い
て

自
由
に
入
館
す
る
こ
と
が
で
き

る
共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
券
を
発
行

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、

本
市
の
観
光
施
設
等
の
利
用
を

促
進
す
る
と
と
も
に
、
来
訪
者

の
滞
在
時
間
を
高
め
、
交
流
人

口
及
び
関
係
人
口
の
拡
大
並
び

に
経
済
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

本
条
例
を
制
定
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

条
例
の
改
正

▽
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科
学

館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
＝
向
井
千
秋
記
念
子
ど
も
科

学
館
を
利
用
し
、
か
つ
、
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
等
を
観
覧
す
る
こ

と
の
で
き
る
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

観
覧
付
入
館
券
を
発
行
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
規
定
を
整
備

す
る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を

改
正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、

全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
保
育
の
必
要
性
の
認

定
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
引
用
す
る
条

項
改
正
に
対
応
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
特
定
教
育
・
保
育
施

設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業

の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
＝
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用

す
る
条
項
改
正
に
対
応
す
る
た

め
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全
員
一

致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
放
課
後
児
童
健
全
育

成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
＝
放
課
後

児
童
健
全
育
成
事
業
の
設
備
及

び
運
営
に
関
す
る
基
準
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
児
童
の
安
全
確

保
を
図
る
た
め
に
、
設
備
の
安

全
点
検
、
日
常
生
活
に
お
け
る

安
全
に
関
す
る
指
導
等
の
安
全

計
画
を
策
定
し
、
そ
の
計
画
に

従
い
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
こ

と
等
を
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
者
に
義
務
づ
け
る
ほ
か
、

所
要
の
改
正
を
す
る
た
め
、
本

条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基

準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
＝
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

利
用
乳
幼
児
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
に
、
設
備
の
安
全
点
検
、

日
常
生
活
に
お
け
る
安
全
に
関

す
る
指
導
等
の
安
全
計
画
を
策

定
し
、
そ
の
計
画
に
従
い
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
等
を
家

庭
的
保
育
事
業
者
等
に
義
務
づ

け
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
す

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
子
ど
も
・
子
育
て
会

議
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
＝
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
引
用
す

る
条
ず
れ
に
対
応
す
る
た
め
、

本
条
例
の
一
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
国
民
健
康
保
険
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
＝
健

康
保
険
法
施
行
令
等
の
一
部
を

改
正
す
る
政
令
の
施
行
に
伴
い
、

出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を

現
行
の
40
万
８
０
０
０
円
か
ら

48
万
８
０
０
０
円
に
引
き
上
げ

る
た
め
、
本
条
例
の
一
部
を
改

正
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
手
数
料
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
＝
建
築
基
準

法
等
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
容

　

令
和
５
年
館
林
市
議
会
第
１
回
定
例
会
は
、
３
月
３
日
か
ら

３
月
22
日
ま
で
の
20
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
例
会
に
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
議
案
は
、
追
加
議
案

も
含
め
22
件
で
、審
議
の
結
果
、い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、
委
員
会
提
出
議
案
１
件
、
請
願

３
件
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

積
率
制
限
及
び
高
さ
制
限
の
緩

和
に
係
る
特
例
許
可
制
度
が
創

設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
う
手
数
料

区
分
を
追
加
す
る
ほ
か
、
所
要

の
改
正
を
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

▽
館
林
市
公
園
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
＝
つ
つ
じ
映
像

学
習
館
の
使
用
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
未
就
学
児
の
み
無

料
と
し
て
い
た
が
、
市
有
施
設

共
通
パ
ス
ポ
ー
ト
券
の
発
行
に

あ
わ
せ
て
小
中
学
生
に
つ
い
て

も
無
料
化
す
る
た
め
、
本
条
例

の
一
部
を
改
正
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
議
案

▽
群
馬
県
市
町
村
総
合
事
務
組

合
の
規
約
変
更
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て
＝
群
馬
県
市
町
村
総

合
事
務
組
合
の
組
織
団
体
間
に

お
い
て
、
同
組
合
規
約
を
変
更

す
る
協
議
を
行
う
こ
と
に
つ
い

て
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
に
対
し
議
決
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
の
あ
ら
ま
し

本
会
議
の
あ
ら
ま
し
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ぞ
れ
３
１
２
億
３
９
３
６
万
２

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）
＝
１
７
０
７
万
円

を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
を
そ
れ
ぞ
れ
82
億
３
５
３

１
万
３
０
０
０
円
と
す
る
も
の

で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
＝
５
６
１
６
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を

そ
れ
ぞ
れ
71
億
７
３
２
８
万
８

０
０
０
円
と
す
る
も
の
で
、
全

員
一
致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算
（
追
加
議
案
）

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
11
号
）
＝

４
億
４
９
８
万
７
０
０
０
円
を

追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
そ
れ
ぞ
れ
３
１
６
億
４
４

３
４
万
９
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
全
員
一
致
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

令
和
５
年
度
予
算

　

令
和
５
年
度
予
算
は
、
第
６

次
総
合
計
画
に
掲
げ
た
将
来
都

市
像
「
里
沼
の
息
づ
く　

次
世

代
へ
安
心
を
つ
な
ぐ　

暮
ら
し

や
す
い
ま
ち　

館
林
」
を
実
現

す
る
た
め
、
第
６
次
総
合
計
画

基
本
構
想
に
お
け
る
５
つ
の
基

本
目
的
に
沿
っ
た
事
業
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、「
少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
」、「
産
業
振

興
・
ま
ち
な
か
活
性
化
」、「
デ

ジ
タ
ル
化
の
推
進
」
を
重
点
項

目
に
掲
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

時
機
に
応
じ
た
市
民
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
捉
え
、
中
長
期
的
な
視

点
で
、
事
業
・
施
策
の
費
用
対

効
果
の
検
証
及
び
優
先
順
位
の

再
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
将

来
を
見
据
え
た
投
資
を
行
い
、

人
口
減
少
対
策
に
も
留
意
し
、

予
算
編
成
に
取
り
組
み
、
一
般

会
計
予
算
の
総
額
は
、
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
２
年
連
続
で
過

去
最
大
と
な
る
２
９
８
億
１
０

０
０
万
円
、
前
年
度
比
１
・
１

％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
（
下
水
道

事
業
会
計
を
含
む
４
会
計
）
予

算
の
総
額
は
、
１
９
４
億
２
６

４
８
万
８
０
０
０
円
、
前
年
度

比
１
・
９
％
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
４

ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

▽
群
馬
県
市
町
村
公
平
委
員
会

共
同
設
置
規
約
の
変
更
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て
＝
群
馬
県
市

町
村
公
平
委
員
会
を
共
同
設
置

す
る
団
体
間
に
お
い
て
、
同
委

員
会
共
同
設
置
規
約
を
変
更
す

る
協
議
を
行
う
こ
と
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
に
対
し
議
決
を
求
め
ら
れ

た
も
の
で
、
全
員
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

専
決
処
分

▽
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る

こ
と
に
つ
い
て
（
令
和
４
年

度
館
林
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
９
号
））
＝
妊
娠
期
か

ら
出
産
、
子
育
て
ま
で
の
一
貫

し
た
伴
走
型
相
談
支
援
と
経
済

的
支
援
の
一
体
的
事
業
の
実
施

に
係
る
補
正
予
算
を
専
決
処
分

し
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
に
対
し
承
認
を
求
め

ら
れ
た
も
の
で
、
全
員
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

補
正
予
算

▽
令
和
４
年
度
館
林
市
一
般　

会
計
補
正
予
算
（
第
10
号
）
＝

７
億
９
２
９
７
万
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

▽保育所職員の配置基準の改善及び処遇向上のための必要な措置を求める意見書　（全員一致で可決）
【全文】コロナ禍でも基本的に開所が求められている保育施設では、感染防止対策をしながら、子どもの命と健康を守り、発達を保障する保育が行わ
れているが、保育士等の精神的・肉体的な負担は大きく、保育士不足に拍車をかけている。
　これらを改善し、質を確保した保育の受け皿を増やすためには職員の増員と処遇の改善が急務である。また、感染対策を徹底しながら、子どもの
発達を保障し、子育て家庭を支えるには、現在の配置基準は不十分であり、子どもの命と安全を守るためにも保育士の増員が急務となっている。
　しかしながら国は、「新子育て安心プラン」において、待機児童がいる自治体限定で、保育所において「各クラスで常勤保育士１名必須配置」とし
ているところを、短時間（パート）保育士だけで担当できるとする緩和を実施しようとしている。パート保育士が増えれば、常勤・正規職員の負担
がさらに増すなどの問題が生じ、クラス担任はすべてパート対応で構わないとなれば保育の質の低下は免れない。また、小学校では、全学年での少
人数学級化が順次実施されており、２０２１年度『学校基本調査』によれば、公立小学校の学級あたりの平均児童数はすでに２２．７人になっている。
一方で、小学生よりも幼い乳幼児が長時間生活する保育所等の４・５歳児の配置基準（子ども３０人に保育士１人）が、基準制定以来７０年以上一
度も見直されてないことは由々しき事態と言わざるを得ない。
　コロナ禍のなかで、保育所の重要性はいっそう増しており、職員の増員、処遇改善を求める保護者、職員、地域住民の声は大きくなっている。
いまこそ国が責任をもって改善をすすめることが求められている。
よって、国におかれては、下記の事項について実現されるよう強く
要望する。
                                            記
１．保育士の全面パート化につながる短時間勤務保育士の活用で

保育士不足の解消をはかるのではなく、常勤職員を確保・増
員できるよう処遇を改善すること。

２．保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を図ること。
３．公定価格を引き上げ、保育士等の処遇改善を図ること。
以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
提出先＝内閣総理大臣、厚生労働大臣、財務大臣、文部科学大臣
内閣府特命担当大臣（少子化対策）、衆議院議長、参議院議長

委員会提出議案

請願の審議結果

▽子どものために保育士配置基準の引き上げによる保育士増員を求める意見書の
提出を求める請願書＝上記の委員会提出議案が可決されたことにより、みなす
採択となりました。

▽保育士の全面パート化につながる短時間勤務保育士の活用推進ではなく、保育
所職員の配置基準改善、処遇向上のための必要な措置を求める意見書の提出を
求める請願書＝上記の委員会提出議案が可決されたことにより、みなす採択と
なりました。

▽「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府に送付することを
求める請願書＝賛成少数により不採択となりました。
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『危機対応能力が高く　良好な生活環境で暮らせる　安全安心なまち』
　防災情報伝達システムの活用や自主防災活動を引き続き支援
するほか、地域防災計画の改訂、ハザードブックの多言語化など、
地域における防災力の向上に努めます。また、空家利活用助成金
において、新たに空き家の家財道具処分費用を助成するなど、空
き家対策を推進します。さらに、合併処理浄化槽への転換補助
における宅内配管工事費補助において、単独槽からの転換に加え、
くみ取り槽からの転換にも補助を拡大するほか、太陽光発電シス
テムを利用した蓄電池設備の設置費補助を引き続き実施するなど、
「里沼」の良好な環境の保全やたてばやし５つのゼロ宣言に基づく
施策を推進します。
『地域で支え合い　生涯健康で暮らせる　幸福感の高いまち』
　子ども医療費無料化を高校生世代の通院医療費まで拡大し、子
育て支援を推進するほか、新たに、聴覚障害による身体障害者手
帳の交付対象とならない難聴高齢者の補聴器購入費用を補助し、
高齢者の在宅生活を支援します。また、生活困窮者等のための地
域づくり事業を新たに実施し、地域の企業や個人から募った食品
や生活必需品の提供などを行い、自立意欲の向上を支援するとと
もに、支え合う地域づくりを推進します。さらに、子宮頸がんワク
チン接種において、定期接種の年齢を過ぎて、任意接種として自
費で接種した場合の費用を助成するなど、予防接種事業の推進に
努めます。
『育てる幸せを感じ　生涯にわたり互いに学び続ける　家庭と文化を築くまち』
　こども誕生祝金を引き続き支給するとともに、新生活を始める
ための費用を支援する結婚新生活支援補助金において、制度を拡
大して実施し、少子化対策に努めます。また、認定こども園化を
推進するとともに、妊娠・出産包括支援事業において、出産・子
育て応援給付金を支給するほか、産後ケア事業を拡大して実施す
るなど、安心して子どもを産み育てられる環境づくりを推進します。
また、第三中学校普通教室棟防水改修工事、ダノン城沼アリーナ
空調設備等の整備、文化会館会館棟のトイレ改修工事などを実施し、
公共施設の整備を推進します。さらに、日本遺産推進事業において、
引き続き「里沼」を生かした体感型の事業を展開するほか、来訪

予 算 特 別 委 員 会予 算 特 別 委 員 会

歳　　　入 歳　　　出
項　目 予算額（千円） 構成比（%） 項　目 予算額（千円） 構成比（%）
市 税 11,666,221 39.1 総 務 費 2,546,673 8.5
地方交付税 2,960,000 9.9 民 生 費 10,121,931 34.0
国庫支出金 3,558,947 11.9 衛 生 費 4,042,369 13.6
県支出金 2,065,381 6.9 商 工 費 2,221,598 7.5
繰 入 金 2,447,885 8.2 土 木 費 3,320,693 11.1
諸 収 入 1,681,490 5.6 教 育 費 3,646,768 12.2
市 債 2,173,900 7.3 公 債 費 2,218,460 7.4
そ の 他 3,256,176 11.1 そ の 他 1,691,508 5.7
計 29,810,000 100.0 計 29,810,000 100.0

令和５年度　一般会計予算

会　計　別 予算額（千円）
国民健康保険特別会計 8,172,047
介 護 保 険 特 別 会 計 7,245,127
後期高齢者医療特別会計 1,146,215
下水道事業
会 計

収益的支出 1,478,163
資本的支出 1,384,936

令和５年度　特別会計予算

者の満足度向上と回遊性強化を図るため、「里沼」来訪者数を調査・
検証するなど、シビックプライドの醸成、ブランド力向上及び交流・
定住人口の増加を図ります。
『都市と自然が調和し　人と産業が躍動する　魅力あるまち』
　企業誘致と市内企業の活性化による雇用機会の創出及び税収の
増加を図るため、引き続き産業団地等の整備に取り組むほか、ほ
場整備による農地の大区画化、担い手への集積・集約化を図るため、
地域の農業者や関係機関との連携・協議を推進します。また、新
しい生活様式に対応したデジタル地域通貨（ぽんちゃん Pay）の
運用を開始し、市内の経済循環の仕組みを整備し、地域経済の活
性化を図るほか、店舗診断を活用して行う店舗改装について、そ
の費用の一部を助成する店舗リニューアル助成制度を導入し、既
存事業者の事業継続を支援します。さらに、サイクリングターミナ
ルや南側公園用地を整備し、観光の振興、交流人口の増加など
に努めるほか、市内生活路線である（仮称）多々良北線を整備し、
地域公共交通計画に基づくまちづくりと連携した持続可能な公共
交通ネットワークの再構築を目指すとともに、多々良巡回線におき
まして電気バスを導入し、利用者の快適性向上及び環境負荷低減
に努めます。
『公民連携を推進し　地域経営の視点を持つ　持続可能なまち』
　定住促進通学支援金や移住促進まちなか新築住宅取得支援金、
市有地活用移住定住支援金を引き続き支給するとともに、わくわ
く地方生活実現支援金において、１８歳未満の帯同した子どもへの
加算金額を拡大し、移住定住の促進を図ります。また、ふるさと
納税制度を活用し、自主財源の確保に努めるとともに、本市の特
産品を返礼することにより地域振興を図ります。また、クラウドフ
ァンディング型ふるさと納税を活用した市民提案制度を実施し、公
民連携を推進するほか、高齢者などを対象としたスマートフォン講
座を実施し、デジタル機器・サービスの活用を支援します。さらに、
公式ＬＩＮＥ、斎場施設予約システムを導入し、市民福祉の向上に
努めるとともに、自治体情報システムの標準化・共通化を進めるなど、
庁内のデジタル化を推進し業務の効率化を図ることにより、行政
サービスの向上に努めます。

一般会計予算は過去最大となる
総額２９８億１０００万円

３月６日の本会議において、予算審査の重要性にかんがみ、議員全員による予算特別委員会を設置。令和５年度一般
会計予算をはじめ、４つの特別会計等予算が付託され、１４日から１６日までの３日間にわたり審査が行われました。
審査の結果は、一般会計予算は賛成多数で、特別会計等予算はすべて全員一致で、それぞれ原案のとおり可決すべき
ものと議決されました。

市長の提案説明による主要な施策
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議員個人の賛否結果一覧表（第１回定例会）
議席番号

議 員 名

　議案等名

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

結果
小
林
但
弥

池
　
森
　
の
り
子

飯
島
一
志

岡
野
陽
子

堀
　
口
　
き
く
枝

岩
上
博
志

野
本
泰
生

田
辺
純
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柴

田
　

信
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井
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子

川
村
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人
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谷
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津
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斉
藤
貢
一

篠
木
正
明

吉
野
高
史

遠
藤
重
吉

野
村
晴
三

議　案
第１号 群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関する協議について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第２号

群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更に関する協議
について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第３号

専決処分の承認を求めることについて（令和４年度館林市一般会
計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 承認

議　案
第４号 向井千秋記念子ども科学館条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第５号

館林市保育の必要性の認定に関する条例の一部を改正する
条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第６号

館林市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運
営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第７号

館林市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第８号

館林市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第９号 館林市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第10号 館林市国民健康保険条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第11号 館林市手数料条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第12号 館林市公園条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第13号 館林市市有施設共通パスポート条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第14号 令和４年度館林市一般会計補正予算（第１０号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第15号 令和４年度館林市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第16号 令和４年度館林市介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第17号 令和５年度館林市一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ○ ○ ○ ○ ― ⃝ ⃝ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第18号 令和５年度館林市国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第19号 令和５年度館林市介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第20号 令和５年度館林市後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ○ ○ ○ ○ ○ 原案

可決
議　案
第21号 令和５年度館林市下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ― ○ ⃝ ○ ○ ⃝ 原案

可決
議　案
第22号 令和４年度館林市一般会計補正予算（第１１号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ― ○ ⃝ ○ ○ ⃝ 原案

可決
委員会
提出
議案
第1号

保育所職員の配置基準の改善及び処遇向上のための必要な
措置を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ⃝ ― ○ ⃝ ○ ○ ⃝ 原案

可決

請　願
第４号

「消費税インボイス制度の実施延期を求める意見書」を政府
に送付することを求める請願書 ⃝ ○ ⃝ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ○ ⃝ ⃝ ⃝ ● ― ⃝ ⃝ ⃝ ⃝ ● 不採択

※権田昌弘議長は採決に加わりませんので「－」となっています。� 【○：賛成　●：反対】

スマートフォンやタブレットからも視聴できます！

市議会の
ホームページ

HPをぜひご覧ください
⬅ライブ＆録画映像配信はこちら
https://smart.discussvision.net/smart/tenant/tatebayashi/WebView/rd/council.html
なお、各議員の質問の様子は、次のページからの「二次元コード」を読み取るとご覧になれます。

会議録の検索はこちら➡
https://ssp.kaigiroku.net/tenant/tatebayashi/pg/index.html

市議会だよりは、紙面の都合で本会議の要旨を掲載しています。
詳しくお知りになりたい場合は会議録をご覧ください。
※３月定例会の会議録は、６月上旬に掲載の予定です。

https://www.city.tatebayashi.gunma.jp/li/gikai/index.html 市議会トップページ➡
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市政を問う !!

３ 

月 

7 

日

飯島　一志 議員（６ページ）
○コミュニティ・スクールと地域学校協働活動について
○小規模特認校について

野本　泰生 議員（７ページ）
○市道の整備について
○防犯カメラの設置について

堀口　きく枝 議員（７ページ）
○不登校児童生徒への支援について
○ヤングケアラーの支援について

平井　玲子 議員（８ページ）
○子宮頸がん予防ワクチン（ＨＰＶワクチン）について
○公共施設等における防犯カメラの設置について

岡野　陽子 議員（８ページ）
○新型コロナワクチンの接種状況等について
○物価高騰対策支援事業におけるクオカードの配付に

ついて

小林　但弥 議員（９ページ）
○帯状疱疹ワクチンについて
○館林まつりについて

３ 

月 

8 

日

岩上　博志 議員（９ページ）
○ 令和４年度の館林市教育行政方針（義務教育課程）

の検証について
○教職員の多忙化解消に向けた取組について

田辺　純子 議員（10 ページ）
○不登校児童生徒への対応について

篠木　正明 議員（10 ページ）
○有機農業の産地づくりについて

斉藤　貢一 議員（11ページ）
○人口減少問題への対策について

吉野　高史 議員（11ページ）
○教育行政について
○財政運営について
○選挙公約について

※一般質問通告書の質問事項を掲載

　

今
定
例
会
に
お
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る
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般
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問
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、
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月
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８
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間
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、
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の
議
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政
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に
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の
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。
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で
、
そ
の
要
旨
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

�

（
本
文
は
質
問
者
本
人
が
要
約
し
た
も
の
で
す
。）

一般
質
問

一般
質
問

答
弁

導
入
に
係
る
課
題
に
つ

い
て
は
２
点
あ
り
ま
す
。
１
点

目
は
、
学
校
運
営
協
議
会
の
委

員
が
複
数
の
学
校
で
重
複
し
て

い
る
こ
と
で
す
。
校
長
や
公
民

館
長
が
複
数
の
学
校
で
委
員
と

な
っ
て
お
り
、
業
務
の
負
担
増

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
２
点

目
は
、
Ｃ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の

業
務
負
担
と
任
用
の
難
し
さ
で

す
。
16
校
と
な
っ
た
今
年
度
は
、

負
担
が
増
し
て
い
ま
す
。

質
問

今
後
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

１
点
目
は
、
保
護
者
、

地
域
と
の
連
携
、
協
働
を
図
る

た
め
の
学
校
運
営
協
議
会
の
充

実
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
２
点
目
は
、
地
域

と
も
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を
共
有

し
な
が
ら
小
中
連
携
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

３
点
目
と
し
て
は
、
学
校
を
中

心
と
す
る
学
校
運
営
協
議
会
と

公
民
館
や
地
域
を
中
心
と
す
る

地
域
学
校
協
働
本
部
と
の
連
携

を
図
っ
た
地
域
学
校
協
働
活
動

の
充
実
が
大
変
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問
小
規
模
特
認
校
児
童
の

推
移
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

導
入
当
初
の
平
成
31
年

は
５
名
、
そ
の
後
、
令
和
２
年

が
６
名
、
令
和
３
年
が
７
名
と

推
移
し
、
令
和
４
年
が
10
名
で
、

全
児
童
数
は
60
名
と
な
っ
て
い

ま
す
。

質
問

小
規
模
特
認
校
の
今
後

に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

少
人
数
に
よ
る
目
の
行

き
届
い
た
教
育
、
個
に
応
じ
た

指
導
の
一
層
の
充
実
、
小
規
模

校
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
個

別
最
適
な
学
び
を
計
画
的
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

市
内
全
校
に
導
入
さ
れ

た
経
緯
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

ま
ず
、
平
成
30
年
度
、

第
四
小
学
校
を
本
市
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
指
定
校
と

し
、
そ
の
後
、
段
階
的
に
増
や

し
、
令
和
４
年
度
よ
り
、
市
内

全
16
校
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス

ク
ー
ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

取
り
組
み
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁

各
校
の
実
態
に
応
じ
学

校
運
営
協
議
会
を
開
催
、
い
わ

ゆ
る
熟
議
と
い
う
会
議
を
行
い
、

保
護
者
、
地
域
の
方
な
ど
の
教

育
力
を
生
か
し
、
連
携
し
た
地

域
学
校
協
働
活
動
を
各
校
で
行

な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

問
題
点
や
課
題
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
活
動
・
小
規
模
特
認
校
に
つ
い
て

飯
島
　
一
志 

議
員
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橋
梁
や
幹
線
道
路
の
補
修
に
つ

い
て
は
、
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。

質
問

整
備
が
止
ま
っ
て
い
る

路
線
が
あ
る
が
な
ぜ
か
。
整
備

の
進
捗
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
道
路
に
お
い
て
、
い
ま
だ
整

備
さ
れ
て
い
な
い
箇
所
が
あ
り

ま
す
。
主
な
原
因
は
対
象
物
件

の
移
転
が
進
ま
ず
、
道
路
用
地

が
確
保
で
き
な
い
た
め
で
す
。

質
問

早
期
の
う
ち
に
完
成
し

て
ほ
し
い
が
、
事
業
が
進
ま
な

い
理
由
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

理
由
は
様
々
で
す
が
、

用
地
取
得
が
一
番
の
原
因
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

課
題
は
多
い
よ
う
で
す

が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て

い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

道
路
整
備
へ
の
思
い
を

訴
え
な
が
ら
、
用
地
交
渉
を
継

続
し
、
財
源
確
保
に
努
め
、
早

期
完
成
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

利
便
性
と
安
全
性
の
向
上
を
図

り
つ
つ
、
本
市
の
都
市
基
盤
整

備
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

質
問

市
当
局
が
設
置
し
た
防

犯
カ
メ
ラ
の
状
況
は
。

答
弁

街
頭
に
24
台
、
公
共
施

設
に
１
０
０
台
、
計
１
２
４
台

設
置
し
て
い
ま
す
。

質
問

街
頭
防
犯
カ
メ
ラ
が
十

分
で
な
い
な
ら
ば
、
個
人
が
家

庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

際
に
助
成
で
き
な
い
か
。

答
弁

調
査
研
究
を
進
め
、
効

果
的
な
設
置
の
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

犯
罪
抑
止
に
効
果
的
な

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
費

補
助
に
つ
い
て
要
望
し
ま
す
。

市
道
の
整
備
に
つ
い
て

質
問

本
市
の
１
級
、
２
級
、

そ
の
他
の
市
道
の
認
定
数
と
、

そ
の
延
長
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

本
市
全
体
の
市
道
は
２

９
８
５
路
線
、延
長
は
８
９
３
・

54
㎞
で
す
。
内
訳
は
１
級
市
道

が
14
路
線
、
28
・
57
㎞
、
２
級

市
道
が
38
路
線
、
59
・
47
㎞
、

そ
の
他
市
道
が
２
９
３
３
路
線
、

８
０
５
・
５
㎞
と
な
っ
て
い
ま

す
。質

問

本
市
の
市
道
の
改
修
や

補
修
な
ど
は
、
ど
の
よ
う
に
し

て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

各
地
区
か
ら
要
望
を
受

け
、
緊
急
性
、
安
全
性
、
必
要

性
を
検
討
し
、
点
数
化
し
て
優

先
順
位
を
つ
け
、
着
手
し
て
い

ま
す
。
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

市
道
の
整
備
と

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

野
本
　
泰
生 

議
員

リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
ま
な
ビ
バ
！

シ
リ
ウ
ス
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

要
望

多
く
の
児
童
生
徒
が
通

え
る
よ
う
、
ふ
れ
あ
い
学
級
へ

の
交
通
の
便
や
教
室
の
環
境
等

の
改
善
、
教
育
相
談
員
の
増
員

を
要
望
し
ま
す
。
ま
た
、
居
場

所
づ
く
り
と
し
て
、
空
き
教
室

を
活
用
し
た
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ

ー
ト
ル
ー
ム
の
配
置
と
オ
ン
ラ

イ
ン
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
補

助
の
拡
充
を
要
望
し
ま
す
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

質
問

本
市
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
の
実
態
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

毎
月
行
っ
て
い
る
調
査

で
は
、
家
庭
で
の
悩
み
や
不
安

を
抱
え
る
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

疑
い
が
あ
る
児
童
生
徒
は
お
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

要
望

本
人
が
自
覚
で
き
て
い

な
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
特
化
し
た
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
や
厚
生
労
働
省

の
ア
セ
ス
メ
ン
ト
シ
ー
ト
の
活

用
、
ま
た
、
相
談
の
方
法
と
し

て
チ
ラ
シ
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
入

れ
る
こ
と
、
ラ
イ
ン
で
の
相
談

や
１
人
１
台
の
端
末
を
活
用
す

る
こ
と
な
ど
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

今
後
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ

ー
支
援
を
ど
の
よ
う
に
強
化
し

て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

こ
の
問
題
の
認
知
度
を

向
上
す
る
た
め
の
周
知
啓
発
活

動
が
重
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
教

育
、
福
祉
に
関
わ
る
多
く
の
機

関
と
の
連
携
強
化
を
図
り
対
応

で
き
る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

要
望

専
門
の
相
談
窓
口
の
設

置
、
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
配

置
を
要
望

し
ま
す
。

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援

質
問

本
市
の
不
登
校
児
童
生

徒
へ
の
対
策
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

児
童
生
徒
の
居
場
所
づ

く
り
や
学
校
不
適
応
対
策
会
議

の
開
催
、
館
林
市
不
登
校
対
応

早
期
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
成
、

担
任
１
人
の
対
応
で
は
な
い
チ

ー
ム
に
よ
る
役
割
分
担
に
基
づ

く
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

要
望

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、

心
の
相
談
室
の
方
々
の
出
勤
日

数
の
増
加
を
要
望
し
ま
す
。

質
問

不
登
校
児
童
生
徒
の
学

校
以
外
の
受
皿
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

適
応
指
導
教
室
、
通
称

ふ
れ
あ
い
学
級
や
向
井
千
秋
記

念
子
ど
も
科
学
館
の
ロ
ケ
ッ
ト

ラ
ボ
、
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
フ

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
と

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
に
つ
い
て

堀
口
　
き
く
枝 

議
員
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質
問

子
ど
も
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
と
そ
の
リ
ス
ク
は
。

答
弁

接
種
後
に
痛
み
や
腫
れ
、

発
熱
等
の
副
反
応
、
体
質
な
ど

に
よ
り
意
識
混
濁
や
息
苦
し
さ

等
が
現
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

質
問

子
ど
も
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
対
す
る
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド

コ
ン
セ
ン
ト
は
。

答
弁

接
種
券
送
付
時
に
リ
ス

ク
の
周
知
、
ま
た
、
接
種
時
に

医
師
の
問
診
が
あ
り
、
実
際
に
、

当
日
は
接
種
を
受
け
な
い
判
断

を
さ
れ
た
方
も
い
ま
す
。

質
問

子
ど
も
へ
の
接
種
券
の

一
斉
送
付
は
同
調
圧
力
や
強
制

力
等
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
県
内

で
も
一
斉
送
付
を
中
止
し
た
自

治
体
が
複
数
あ
り
、
全
国
で
は

４
０
０
以
上
の
自
治
体
で
既
に

一
斉
送
付
を
止
め
て
い
ま
す
が
。

答
弁

本
市
で
は
年
齢
に
関
わ

ら
ず
対
象
者
全
員
に
接
種
券
を

送
付
し
て
接
種
の
機
会
を
確
保

し
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
接
種

を
希
望
し
て
い
な
い
方
に
心
理

的
圧
迫
な
ど
の
誤
解
が
生
じ
な

い
よ
う
、
接
種
は
強
制
で
は
な

い
こ
と
を
同
封
の
お
知
ら
せ
や

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り

引
き
続
き
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

物
価
高
騰
対
策
ク
オ
カ

ー
ド
の
配
布
経
緯
は
。

答
弁

諸
物
価
の
高
騰
に
つ
き

支
援
対
策
と
し
て
配
布
し
ま
し

た
。
事
業
費
と
し
ま
し
て
は
、

約
２
億
７
０
０
０
万
円
で
、
市

民
一
人
当
た
り
約
３
６
４
０
円

と
な
り
ま
す
。

質
問

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
後
遺
症
は
。

答
弁

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
に
限

ら
ず
予
防
接
種
後
に
健
康
被
害

が
出
た
場
合
、
予
防
接
種
法
に

よ
る
救
済
制
度
が
あ
り
ま
す
。

本
市
で
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
に
関
し
、
こ
れ
ま
で
４
件

の
給
付
請
求
が
あ
り
、
全
員
が

請
求
時
点
で
治
療
を
終
え
て
い

る
状
態
で
し
た
。
こ
の
４
件
に

つ
い
て
国
に
進
達
し
た
と
こ
ろ
、

１
件
は
給
付
認
定
さ
れ
て
お
り
、

３
件
は
順
次
審
議
中
と
の
こ
と

で
し
た
。

質
問

超
過
死
亡
率
と
は
。

答
弁

超
過
死
亡
率
と
は
、
一

時
的
な
（
流
行
病
等
）
原
因
で

本
来
想
定
さ
れ
る
死
亡
率
を
超

過
し
た
割
合
の
こ
と
で
す
。

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
に
伴
う
、
本
市
の
対
応
は
。

答
弁

中
学
１
年
生
に
対
し
て

は
、
９
価
ワ
ク
チ
ン
も
含
め
た

説
明
書
と
予
診
票
を
個
別
に
郵

送
し
ま
す
。
中
学
２
年
生
以
上

の
対
象
者
に
は
、
個
別
に
ハ
ガ

キ
を
郵
送
し
周
知
し
ま
す
。

質
問

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
助
成
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

答
弁

国
の
動
向
を
注
視
し
、

研
究
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

要
望

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
は
、

陰
茎
が
ん
、
肛
門
が
ん
、
中
咽

頭
が
ん
の
予
防
に
も
有
効
で
、

男
性
に
も
接
種
が
推
奨
さ
れ
て

い
ま
す
。
男
性
へ
の
接
種
の
助

成
を
要
望
し
ま
す
。

公
共
施
設
等
に
お
け
る
防
犯
カ

メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

質
問

防
犯
カ
メ
ラ
付
き
自
動

販
売
機
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

答
弁

小
型
カ
メ
ラ
を
飲
料
品

の
自
動
販
売
機
に
搭
載
し
、
周

辺
を
撮
影
す
る
機
能
を
備
え
、

地
域
の
防
犯
的
な
役
割
も
担
う

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

要
望

設
置
コ
ス
ト
を
自
動
販

売
機
設
置
業
者
が
負
担
す
る
契

約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
、

税
負
担
な
し
で
防
犯
カ
メ
ラ
付

き
自
動
販
売
機
を
導
入
で
き
ま

す
。
ま
た
越
谷
市
で
は
、
自
動

販
売
機
の
売
上
を
活
用
し
た
公

費
負
担
ゼ
ロ
の
防
犯
カ
メ
ラ
が

設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
公
園
や

市
営
住
宅
な
ど
の
公
共
施
設
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
付
き
自
動
販
売

機
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン

（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
）
に
つ
い
て

質
問

今
年
度
直
近
ま
で
の
接

種
状
況
は
。

答
弁

令
和
４
年
４
月
か
ら
令

和
５
年
１
月
末
現
在
、
定
期
接

種
が
５
・
５
％
、
キ
ャ
ッ
チ
ア

ッ
プ
接
種
が
３
・
３
％
で
す
。

令
和
４
年
度
と
の
比
較
が
容
易

と
な
る
よ
う
10
か
月
間
に
換
算

し
た
接
種
率
で
は
、
令
和
元
年

度
が
０
・
３
％
、
２
年
度
が
０
・

８
％
、
３
年
度
が
２
・
５
％
と
、

少
し
ず
つ
で
す
が
、
接
種
率
が

上
昇
し
て
い
ま
す
。

質
問

こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

よ
り
高
い
感
染
予
防
効
果
が
あ

る
と
さ
れ
る
９
価
ワ
ク
チ
ン
が

令
和
５
年
４
月
か
ら
定
期
接
種

と
し
て
追
加
さ
れ
ま
す
。
９
価

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
リ
ス
ク
と
健
康
被
害
・

物
価
対
策
ク
オ
カ
ー
ド
配
付
に
つ
い
て

岡
野
　
陽
子 

議
員

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
と

公
共
施
設
等
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て

平
井
　
玲
子 

議
員
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の
良
い
食
生
活
と
休
養
、
ス
ト

レ
ス
を
蓄
積
さ
せ
な
い
生
活
な

ど
で
、
免
疫
力
を
高
め
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

要
望

ワ
ク
チ
ン
に
対
す
る
助

成
と
、
免
疫
力
を
高
め
る
方
法

や
体
力
向
上
を
促
す
運
動
法
に

つ
い
て
の
チ
ラ
シ
を
作
成
し
周

知
す
る
こ
と
を
要
望
し
ま
す
。

館
林
ま
つ
り
に
つ
い
て

質
問

本
市
の
夏
の
風
物
詩
で
、

50
回
を
超
え
る
市
民
総
参
加
、

郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
る
館
林
ま
つ
り

の
歴
史
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

第
１
回
館
林
ま
つ
り
は
、

高
度
経
済
成
長
に
沸
く
昭
和
47

年
10
月
に
、
東
北
縦
貫
自
動
車

道
館
林
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の

開
通
祝
賀
と
併
せ
て
開
催
し
た

も
の
で
す
。

質
問

現
在
の
よ
う
に
７
月
開

催
と
な
っ
た
の
は
、
い
つ
頃
か

ら
で
、
そ
の
理
由
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁

第
４
回
か
ら
７
月
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
理
由
と

し
ま
し
て
は
、
各
地
で
開
か
れ

て
い
た
天
王
祭
や
八
坂
祭
が
影

響
し
て
い
ま
す
。
天
王
祭
は
、

江
戸
時
代
前
半
か
ら
開
か
れ
て

い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
30
回
を
記
念
し
て
、

手
筒
花
火
大
会
が
加
わ
り
、
現

在
の
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問

館
林
ま
つ
り
を
継
続
す

る
た
め
の
今
後
の
取
組
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁

今
後
も
状
況
に
合
わ
せ
、

実
行
委
員
会
と
検
討
を
重
ね
て

い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

要
望

江
戸
時
代
か
ら
の
流
れ

を
汲
む
館
林
ま
つ
り
を
、
現
在

の
会
場
で
開
催
す
る
こ
と
を
要

望
し
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

質
問

重
症
化
を
予
防
す
る
た

め
に
有
効
と
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

の
種
類
や
接
種
回
数
、
ま
た
、

費
用
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

現
在
、
日
本
で
は
２
種

類
の
使
用
が
承
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
１
つ
は
水
痘
ワ
ク
チ
ン
で
、

接
種
回
数
は
１
回
、
１
万
円
前

後
、
も
う
１
つ
は
帯
状
疱
疹
ワ

ク
チ
ン
で
、
接
種
回
数
は
２
回
、

１
回
あ
た
り
２
万
３
０
０
０
円

前
後
と
な
り
ま
す
。

質
問

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
は

高
価
な
も
の
で
あ
り
、
接
種
を

た
め
ら
う
方
に
対
し
、
ワ
ク
チ

ン
接
種
以
外
の
予
防
策
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

答
弁

ワ
ク
チ
ン
接
種
以
外
の

予
防
策
と
し
て
は
、
バ
ラ
ン
ス

質
問

郷
土
愛
の
醸
成
と
し
て
、

里
沼
学
習
を
小
中
９
か
年
で
一

貫
性
の
あ
る
学
習
を
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

里
沼
学
習
は
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
お
け
る
環
境
の

領
域
で
行
っ
て
い
る
学
校
が
多

い
よ
う
で
す
。
今
後
、
発
達
段

階
に
応
じ
て
発
展
的
、
探
求
的

に
学
習
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

年
間
指
導
計
画

へ
の
位
置
づ
け

を
指
導
助
言
し

て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク

ー
ル
推
進
で
魅
力
あ
る
学
校
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
る
が
、
果

た
し
て
子
ど
も
や
保
護
者
に
と

っ
て
本
当
に
魅
力
あ
る
学
校
に

な
っ
て
い
る
の
か
疑
問
に
思
う
。

過
去
５
年
間
で
、
市
内
小
学
校

か
ら
市
外
中
学
校
へ
の
進
学
者

は
何
名
い
た
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

直
近
５
年
間
、
市
内
在

住
で
市
外
公
私
立
中
学
校
へ
の

進
学
者
は
１
４
５
名
で
し
た
。

多
忙
化
解
消
に
向
け
た
取
組

質
問

県
教
委
が
廃
止
、
縮
小
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
取
り
組
む
べ
き
業

務
例
と
し
て
「
提
言
Ｒ
５
」
を

示
し
た
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
つ
い

て
、
ど
の
程
度
の
業
務
ま
で
拡

大
し
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

県
教
委
が
示
す
Ｉ
Ｃ
Ｔ

化
で
は
、
欠
席
連
絡
や
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
、
学
年
学
級
通
信
等

の
配
布
な
ど
、
現
在
で
も
市
内

ほ
と
ん
ど
の
学
校
で
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
今
後

は
先
進
校
の
取
組

等
を
参
考
に
引
き

続
き
業
務
改
善
を

図
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

教
育
行
政
方
針
の
検
証

質
問

指
導
者
用
の
学
習
情
報

端
末
の
整
備
状
況
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

答
弁

小
中
合
わ
せ
て
１
９
６

ク
ラ
ス
に
、
新
規
で
１
６
６
台

購
入
し
、
不
足
分
に
つ
い
て
は
、

１
２
３
人
ほ
ど
減
少
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
分
を
充
て
る
こ
と

に
よ
っ
て
補
っ
て
い
ま
す
。

質
問

情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
学
習

の
実
践
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。答

弁

警
察
署
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連

企
業
と
連
携
し
、
情
報
モ
ラ
ル

講
習
会
を
実
施
し
た
ほ
か
、
道

徳
等
の
授
業
に
お
い
て
、
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
、
著
作
権
等

の
情
報
リ
テ
ラ
シ
ー
向
上
を
図

る
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
と

館
林
ま
つ
り
に
つ
い
て

小
林
　
但
弥 

議
員

館
林
市
教
育
行
政
方
針
の
検
証
と

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て

岩
上
　
博
志 

議
員
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有
機
農
業
の
産
地
づ
く
り
に
つ
い
て

篠
木
　
正
明 

議
員

質
問

相
談
体
制
の
充
実
が
大

切
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
進
め

る
の
で
す
か
。

答
弁

不
登
校
児
童
生
徒
の
理

解
と
保
護
者
へ
の
支
援
の
充
実

の
た
め
、
学
校
の
管
理
職
、
担

任
や
関
係
職
員
と
教
育
研
究
所

職
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
等
で
連
携
し
、
適
切
な
支
援

が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
相
談
環
境
の
充
実
の
た

め
、
電
話
相
談
や
来
所
相
談
、

メ
ー
ル
相
談
な
ど
相
談
し
や
す

い
方
法
を
相
談
者
が
選
択
で
き

る
よ
う
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

質
問

起
立
性
調
節
障
害
の
子

ど
も
た
ち
へ
の
対
応
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

答
弁

教
育
相
談
初
級
認
定
講

習
会
で
の
研
修
や
、
校
長
会
議

に
お
い
て
共
通
理
解
を
図
る
と

と
も
に
、
各
校
の
職
員
に
対
し

指
導
す
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

質
問

起
立
性
調
節
障
害
は
認

知
不
足
か
ら
当
事
者
や
家
族
が

苦
し
ん
で
い
る
場
合
が
多
く
、

教
職
員
の
理
解
に
加
え
て
、
他

の
児
童
生
徒
の
理
解
も
必
要
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
前
橋
市
で

は
、
不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
総

合
的
な
支
援
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
取
組
を
ど
う
思
っ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
市
内
の

学
校
内
に
不
登
校
の
子
ど
も
た

ち
の
安
心
安
全
な
場
所
が
確
保

さ
れ
て
い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

答
弁

本
市
に
お
い
て
も
家
庭

訪
問
や
訪
問
相
談
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
よ
り
充
実
し
た
支
援

の
た
め
、
前
橋
市
の
取
組
も
研

究
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い

て
も
、
学
校
で
子
ど
も
た
ち
が

安
心
し
て
過
ご
せ
る
よ
う
に
努

め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

不
登
校
対
策
の
現
状
と

そ
の
効
果
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

ふ
れ
あ
い
学
級
で
は
社

会
生
活
へ
の
適
応
な
ど
を
目
指

し
、
ロ
ケ
ッ
ト
ラ
ボ
で
は
自
己

肯
定
感
な
ど
を
高
め
、
個
性
を

可
能
性
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う

な
支
援
に
努
め
て
い
ま
す
。
オ

ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
で
は
、
孤

立
し
な
い
よ
う
な
支
援
や
学
習

機
会
の
確
保
、
居
場
所
づ
く
り

な
ど
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

質
問

不
登
校
対
策
の
周
知
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁

小
中
学
校
へ
案
内
を
配

布
し
、
児
童
生
徒
の
状
況
や
ニ

ー
ズ
に
応
じ
て
各
家
庭
へ
配
布

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

サ
ポ
ー
ト
支
援
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
有
機
農
業
に
関
す
る
情

報
提
供
や
営
農
支
援
に
つ
い
て

も
連
携
し
て
行
え
る
よ
う
協
議

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

愛
媛
県
今
治
市
は
「
食

と
農
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
掲
げ

て
、
地
産
地
消
の
推
進
・
食
育

の
推
進
・
有
機
農
業
の
振
興
を

３
つ
の
柱
と
し
て
事
業
展
開
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
千
葉
県
い

す
み
市
は
、
販
路
と
し
て
学
校

給
食
需
要
に
着
目
し
て
、
米
の

有
機
農
業
を
初
め
、
学
校
給
食

の
全
量
の
有
機
米
を
供
給
し
て

い
ま
す
。
今
度
は
さ
ら
に
有
機

野
菜
の
生
産
の
取
組
を
開
始
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
総

合
的
に
進
め
て
い
く
考
え
は
な

い
の
で
す
か
。

答
弁

す
ぐ
に
有
機
農
業
で
は

な
く
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
２

割
低
減
、
次
に
５
割
低
減
し
て

県
の
認
定
を
受
け
る
こ
と
で
、

少
し
ず
つ
有
機
農
業
の
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

質
問

い
ろ
い
ろ
と
課
題
は
あ

り
ま
す
が
、
有
機
農
業
の
意
義

や
目
標
を
市
民
と
共
有
し
て
、

技
術
指
導
や
販
路
を
ど
う
す
る

の
か
、
そ
の
第
一
歩
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
期
だ

と
思
い
ま
す
。
有
機
農
業
実
施

計
画
を
作
成
し
て
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
う
考

え
は
な
い
の
で
す
か
。

答
弁

国
の
支
援
の
検
討
や
先

進
地
事
例
を
研
究
し
つ
つ
、
本

市
の
営
農
環
境
や
気
候
、
地
理

的
条
件
等
の
要
因
、
関
係
機
関

の
意
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
計

画
的
な
取
組
に
つ
い
て
調
査
研

究
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

質
問

本
市
の
有
機
農
業
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
ど
う
捉
え

て
い
る
の
で
す
か
。

答
弁

有
機
Ｊ
Ａ
Ｓ
認
証
を
受

け
た
農
業
生
産
者
は
２
名
で
す
。

有
機
農
業
に
取
り
組
む
生
産
者

だ
け
で
な
く
、
栽
培
技
術
や
販

路
の
確
保
な
ど
、
様
々
な
課
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

市
と
し
て
は
、
課
題
を

ど
う
乗
り
越
え
て
、
ど
の
よ
う

に
有
機
農
業
の
拡
大
に
取
り
組

ん
で
い
く
の
で
す
か
。

答
弁

現
在
の
生
産
者
が
有
機

農
業
に
転
換
す
る
の
は
、
生
産

や
販
売
の
方
法
を
変
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
で
、
大
変
難
し

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
新
規
就

農
者
に
対
し
て
は
県
や
Ｊ
Ａ
と

連
携
し
て
、
受
け
入
れ
相
談
や

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

田
辺
　
純
子 

議
員
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吉
野
　
高
史 

議
員

蔽
し
、「
守
ら
れ
る
べ
き
情
報

が
漏
洩
し
た
」
等
と
は
絶
対
に

虚
偽
の
答
弁
だ
。
な
ぜ
、
ご
家

族
の
要
請
と
正
反
対
の
方
向
に

捻
じ
曲
げ
た
言
動
を
教
育
委
員

会
は
繰
り
返
す
の
か
。

答
弁

ご
家
族
の
意
向
を
尊
重

し
て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

な
ぜ
、
ご
家
族
の
要
請

と
正
反
対
の
方
向
に
捻
じ
曲
げ

た
言
動
を
繰
り
返
す
の
か
聞
い

て
い
る
の
に
、
全
然
答
弁
し
て

い
な
い
。
あ
な
た
は
嘘
を
つ
い

て
い
る
。
保
護
者
の
も
と
に
何

度
も
足
を
運
び
、「
当
初
の
事

っ
て
い
る
の
で
は
。
重
大
事
態

と
し
て
処
置
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
あ
る
文
科
省
の
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
に
沿
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿
っ

て
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

ご
家
族
の
意
向
に
対
し

事
実
を
捻
じ
曲
げ
て
い
る
。
違

い
ま
す
か
。

答
弁

捉
え
方
が
違
う
。
そ
れ

以
上
の
こ
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

要
望

隠
蔽
や
事
実
を
捻
じ
曲

げ
る
こ
と
な
く
、
事
実
を
知
り

た
い
と
い
う
、
こ
の
ご
家
族
の

願
い
に
沿
っ
て
く
だ
さ
い
。

質
問

令
和
４
年
６
月
11
日
に

自
殺
、
他
界
さ
れ
た
中
学
生
に

弔
意
を
表
し
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
す
。
心
の
居
場

所
の
あ
る
学
校
・
学
級
づ
く
り

の
さ
な
か
、
中
学
２
年
生
の
自

殺
事
件
が
あ
っ
た
。
ご
家
族
は

６
月
20
日
に
教
育
長
に
、
自
殺

を
公
表
し
詳
し
い
調
査
を
依
頼

し
た
が
、
12
月
２
日
の
市
議
会

全
員
協
議
会
ま
で
隠
蔽
し
て
い

た
。
虚
偽
の
答
弁
を
し
た
時
は
、

そ
れ
が
公
文
書
に
な
り
、
公
文

書
偽
造
に
な
る
。
調
査
を
遅
ら

せ
て
隠
蔽
し
た
の
か
。

答
弁

お
答
え
は
控
え
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

質
問

保
護
さ
れ
る
べ
き
情
報

は
、
個
人
情
報
の
み
で
あ
り
、

公
表
せ
ず
、
６
か
月
の
間
、
隠

故
死
に
」「
熟
考
す
る
よ
う
に
」

と
何
度
も
迫
っ
て
い
る
。
保
護

者
は
憔
悴
し
き
っ
て
い
る
の
で

す
よ
。
何
回
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁

週
に
一
回
程
度
で
す
。

質
問

文
科
省
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
は
「
隠
蔽
し
ろ
、
ご
家
族

の
意
向
を
変
え
ろ
」
と
は
な
い

が
、
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答
弁

文
科
省
の
指
針
・
本
市

の
条
例
に
基
づ
い
て
、
現
在
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問

い
い
か
げ
ん
な
答
弁
は

だ
め
だ
。
あ
な
た
方
が
第
三
者

委
員
会
に
提
出
す
る
書
類
を
作

ン
タ
ー
等
の
相
談
支
援
場
所
設

立
に
向
け
た
考
え
や
行
動
に
つ

い
て
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の

か
伺
い
ま
す
。

答
弁

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

結
婚
相
談
や
婚
活
支
援
事
業
が

進
め
ら
れ
ず
、
出
生
率
、
婚
姻

数
な
ど
の
指
標
が
目
標
値
を
達

成
で
き
て
い
な
い
こ
と
は
事
実

で
す
。
今
後
は
、
若
者
の
将
来

の
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
場

を
提
供
す
る
こ
と
も
必
要
と
考

え
、
希
望
を
叶
え
る
た
め
に
も

一
層
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

質
問

広
報
紙
に
お
け
る
「
便

利
で
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち
館

林
」
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

自
然
豊
か
で
、
交
通
の

便
が
よ
く
、
暮
ら
し
や
す
い
と

い
う
実
際
に
移
住
さ
れ
た
方
の

意
見
に
よ
り
、
Ｐ
Ｒ
の
た
め
進

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

質
問

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結

果
は
、
ご
存
じ
だ
と
思
い
ま
す

が
、
医
療
、
交
通
、
介
護
、
企

業
立
地
、
買
い
物
等
に
つ
い
て
、

市
民
の
声
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
市
民
に
向
け
て

「
便
利
で
ち
ょ
う
ど
い
い
ま
ち

館
林
」
を
目
指
し
て
頑
張
る
方

向
性
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
理
解

し
ま
す
が
、
乖
離
し
た
現
状
を

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か

伺
い
ま
す
。

答
弁

「
隣
の
芝
生
は
青
く
見

え
る
」
と
い
う
よ
う
に
、
イ
メ

ー
ジ
は
市
外
の
人
に
は
違
っ
て

見
え
ま
す
。
ま
た
、
市
内
の
人

に
も
地
域
特
性
を
再
認
識
し
て

い
た
だ
く
意
味
も
あ
り
ま
す
。

要
望

「
隣
の
芝
生
」
の
引
用

は
言
い
過
ぎ
だ
と
感
じ
る
が
、

現
実
を
理
解
し
、
市
長
就
任
時

の
考
え
の
達
成
に
向
け
て
努
力

す
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

質
問

合
計
特
殊
出
生
率
、
婚

姻
率
な
ど
の
数
字
が
、
全
国
・

県
よ
り
極
端
に
低
下
し
て
い
る

原
因
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

答
弁

結
婚
を
希
望
す
る
若
者

が
減
少
し
て
い
る
現
実
と
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
将
来
へ

の
不
安
が
、
低
下
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問

人
口
減
少
対
策
と
し
て

の
総
合
戦
略
を
過
去
８
年
間
実

施
し
て
き
た
中
で
、
各
事
業
が

効
果
が
な
か
っ
た
こ
と
は
明
白

で
あ
り
、
今
後
は
、
若
者
の
ラ

イ
フ
プ
ラ
ン
の
支
援
と
若
者
が

残
れ
る
よ
う
な
環
境
を
継
続
的

に
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

と
考
え
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
３

年
間
を
準
備
期
間
と
考
え
、
若

者
交
流
セ
ン
タ
ー
や
、
支
援
セ

人
口
減
少
問
題
へ
の
対
策
に
つ
い
て

斉
藤
　
貢
一 

議
員

「
他
界
さ
れ
た
市
内
中
学
2
年
生
男
子
に
対
し

　

学
校
・
教
育
委
員
会
の
対
応
」
に
つ
い
て
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常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

常
任
委
員
会
の
審
査
報
告

総
務
文
教

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

１
件
と
請
願
１
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、「
向
井
千
秋
記
念

子
ど
も
科
学
館
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
で
、
採
決
の

結
果
は
、
全
員
一
致
を
も
っ
て

可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、「「
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求
め
る

意
見
書
」
を
政
府
に
送
付
す
る

こ
と
を
求
め
る
請
願
書
」
の
審

査
で
は
、
税
務
課
か
ら
の
参
考

意
見
の
陳
述
が
な
さ
れ
た
後
に

審
査
に
入
り
、
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
に
よ
り
不
採
択
す
べ

き
も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
福
祉

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、
議
案

４
件
と
請
願
２
件
で
、
議
案
に

つ
い
て
は
、「
館
林
市
特
定
教

育
・
保
育
施
設
及
び
特
定
地
域

型
保
育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」「
館
林
市
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
の
設

備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」「
館
林
市
家
庭
的
保

育
事
業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」「
館

林
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
で
、
採

決
の
結
果
、
４
議
案
と
も
全
員

一
致
を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も

の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
請
願
に
つ
い
て
は
、

「
子
ど
も
の
た
め
に
保
育
士
配

置
基
準
の
引
き
上
げ
に
よ
る
保

育
士
増
員
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
を
求
め
る
請
願
書
」「
保

育
士
の
全
面
パ
ー
ト
化
に
つ
な

が
る
短
時
間
勤
務
保
育
士
の
活

用
促
進
で
は
な
く
、
保
育
所
職

員
の
配
置
基
準
改
善
、
処
遇
向

上
の
た
め
の
必
要
な
措
置
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る

請
願
書
」
の
審
査
で
は
、
こ
ど

も
課
か
ら
の
参
考
意
見
の
陳
述

が
な
さ
れ
た
後
に
審
査
に
入
り
、

採
決
の
結
果
、
２
請
願
と
も
全

員
一
致
を
も
っ
て
採
択
す
べ
き

も
の
と
議
決
さ
れ
ま
し
た

　

ま
た
、
議
会
か
ら
推
薦
す
る

各
種
委
員
会
等
委
員
の
う
ち
、

群
馬
県
共
同
募
金
会
館
林
市
支

会
委
員
に
柴
田
信
議
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

経
済
建
設

　

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、「
館

林
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
」「
館
林
市
公
園

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
の
議
案
２
件
で
、
採
決
の

結
果
、
２
議
案
と
も
全
員
一
致

を
も
っ
て
可
決
す
べ
き
も
の
と

議
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
推
薦
す
る

各
種
委
員
会
等
委
員
の
う
ち
、

館
林
市
観
光
協
会
委
員
に
川
村

幸
人
議
員
と
池
森
の
り
子
議
員

を
選
出
し
ま
し
た
。

議
員
研
修
会
を

　
3
部
構
成
で
開
催

　

去
る
２
月
24
日
、
講
義
・
実

習
・
実
践
の
３
部
構
成
に
よ
る

議
員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
１
部
で
は
、
株
式
会
社
フ

ィ
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役
の
田
村

吉
章
氏
を
講
師
に
お
招
き
し
、

「
館
林
市
役
所
も
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
Ｄ
Ｘ
」
と
題
し
、

自
治
体
等
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

化
の
動
向
や
重
要
性
に
つ
い
て
、

ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
２
部
で
は
、
株
式
会
社

ジ
ー
シ
ー
シ
ー
ス
タ
ッ
フ
か
ら

２
名
の
方
を
お
招
き
し
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
の
基
本
的
な
操
作

方
法
に
つ
い
て
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

第
３
部
で
は
、
市
議
会
Ｂ
Ｃ

Ｐ
訓
練
と
し
て
、
震
度
６
程
度

の
地
震
が
あ
っ
た
こ
と
を
想
定

し
、
自
宅
近
隣
の
状
況
等
に
つ

い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利

用
し
て
撮
影
し
た
写
真
を
所
定

の
連
絡
先
へ
送
信
す
る
な
ど
、

災
害
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

第１部講演会の様子と講師の田村吉章氏

６月  ２日（金）本会議＝会期の決定、議案提案説明など
  ５日（月）本会議＝議案に対する質疑、委員会付託など
  ８日（木）・９日（金）本会議＝一般質問
 12 日（月）・13 日（火）委員会＝常任委員会（総務文教・市民福祉・経済建設）
 19 日（月）本会議＝表決
☆本会議は午前 10 時開会予定です。会議の日程、時間等は変更になることもあります。
☆一般質問の通告順位表は、５月 31 日（水）から市のホームページでご覧いただける予定です。
　（https://www.city.tatebayashi.gunma.jp ⇒ページ下部の市議会をクリックしてお入りください。）

６月定例会の
予定です

議 会 をを しし てて みみ まま せせ んん かか傍 聴
　市議会はだれでも傍聴することができます。議会では皆さんの生活に直結した重要な問題が審議されます。市政を身近に知るためにも、
ぜひ議会を傍聴してください。
　手続きは議会棟の３階及び４階で、傍聴人受付簿に住所・氏名を記入するだけです。


